
　

数
研
出
版
の
「
現
代
の
国
語
」
の
教
科
書
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
章
や
資
料
を
用
い
て
「
現
代
の
国
語
」
の
資

質
・
能
力
を
育
成
で
き
る
よ
う
編
集
し
て
い
ま
す
。
二

〇
二
六
年
か
ら
使
用
さ
れ
る
教
科
書
で
は
、
評
論
・
実

用
文
の
ほ
か
、
小
説
を
掲
載
し
た
も
の
も
発
行
し
ま
す
。

「
現
代
の
国
語
」
で
小
説
を
扱
う
利
点

　
「
現
代
の
国
語
」
で
小
説
作
品
を
使
用
す
る
こ
と
の

利
点
は
二
点
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
実
社
会
・
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
重
視
す

る
「
現
代
の
国
語
」
に
お
い
て
、
社
会
や
人
間
の
現
実

を
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
表
現
す
る
小
説
は
、
実
社

会
・
実
生
活
で
起
こ
り
う
る
事
柄
の
具
体
例
と
な
る
と

い
う
点
で
す
。
批
判
的
意
見
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
も

の
も
含
め
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多

様
な
話
題
を
教
室
で
扱
い
や
す
く
、
学
習
の
可
能
性
が

広
が
る
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
小
説
が
許
容
す
る
解
釈
の
多
様
性
で

す
。
自
分
の
考
え
を
明
確
に
言
語
化
す
る
力
を
育
成
す

る
に
は
、
多
様
な
意
見
を
出
し
合
い
、
理
解
し
合
う
場

が
必
要
で
す
。
た
だ
一
つ
の
答
え
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
多
様
な
解
釈
を
許
容
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
生

徒
さ
ん
に
思
考
の
き
っ
か
け
を
与
え
、
相
互
交
流
を
促

し
や
す
く
、
他
者
に
向
け
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
活

動
の
素
材
と
し
て
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
現
代
の
国
語
」「
言
語
文
化
」
そ
れ
ぞ
れ
の
配

当
時
数
と
小
説
の
扱
い
方

　

小
説
作
品
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
学
習
指
導
要
領

で
定
め
ら
れ
て
い
る
、
必
修
科
目
の
「
現
代
の
国
語
」

と
「
言
語
文
化
」
の
配
当
時
数
と
小
説
の
扱
い
方
を
踏

ま
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
現
代
の
国
語

　
「
現
代
の
国
語
」
は
「
実
社
会
に
必
要
な
国
語
の
知

識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
」
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
た

二
単
位
の
必
修
科
目
で
、「
内
容
の
取
扱
い
」
に
示
さ

れ
た
各
領
域
に
お
け
る
配
当
時
数
の
目
安
は
次
の
通
り

で
す
。

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

20
〜
30
単
位
時
間

書
く
こ
と

30
〜
40
単
位
時
間

読
む
こ
と

10
〜
20
単
位
時
間

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
「
論
理
的
な
文
章
」「
実
用

的
な
文
章
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
教
材
に
は
規
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
領

域
で
小
説
を
扱
う
こ
と
は
可
能
で
す
が
、「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
資
質
・
能
力
を
育

成
で
き
る
素
材
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
言
語
文
化

　
「
言
語
文
化
」
は
「
我
が
国
の
言
語
文
化
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
」
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
た
二
単
位
の

必
修
科
目
で
、「
内
容
の
取
扱
い
」
に
示
さ
れ
た
各
領

域
に
お
け
る
配
当
時
数
の
目
安
は
次
の
通
り
で
す
。

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

―

書
く
こ
と

５

〜
10　
　

単
位
時
間

読
む
こ
と

古
典
40
〜
45
単
位
時
間

近
代
以
降
20
単
位
時
間

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
「
古
典
及
び
近
代
以
降
の

文
章
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
古
典
」
に
40
〜
45
単
位
時

間
、「
近
代
以
降
の
文
章
」
に
20
単
位
時
間
を
配
当
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
言
語
文
化
」
で
は
、
小
説
を
含
む
近
代
以
降
の
文

章
に
20
単
位
時
間
を
配
当
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
時
間
に
従
来
の
小
説
読
解
指
導
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、「
現
代
の
国
語
」
で
は
「
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
配
当
時
数
が
多
い
た
め
、
評

論
や
実
用
文
だ
け
で
は
な
く
、
小
説
を
用
い
た
表
現
活

動
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
素
材
を

用
い
て
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の

指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
〇
二
六
年
度
用　

数
研
出
版
の
「
現
代
の
国
語
」

　

弊
社
は
二
〇
二
六
年
度
用
の
「
現
代
の
国
語
」
の
教

科
書
を
四
点
発
行
し
ま
す
。

『
改
訂
版 

現
代
の
国
語
』

『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』

『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』

『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国
語
』

　

こ
の
う
ち
、『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国

語
』
の
三
点
の
教
科
書
に
は
、
小
説
作
品
を
収
録
し
て

い
ま
す
。
各
教
科
書
で
の
小
説
と
関
連
す
る
教
材
と
小

説
作
品
の
扱
い
方
は
次
の
通
り
で
す
。
／
以
下
が
関
連

小
説
を
示
し
ま
す
。

■
ド
ミ
ニ
ク
・
チ
ェ
ン
「
無
意
識
を
滋
養
す
る
術
」

　
／
夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
（
第
一
夜
）」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』

＊「
無
意
識
を
滋
養
す
る
術
」
は
、「
夢
」
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
夢
を
表
現

す
る
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
述
べ
た
評
論
で
す
。『
夢

十
夜
』
の
批
評
を
通
し
て
、
批
評
文
の
特
徴
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
半
沢
幹
一
「『
羅
生
門
』
の
最
後
の
一
文
」

　
／
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国

語
』

＊「
羅
生
門
」
は
、
数
研
出
版
の
『
改
訂
版 

言
語
文

化
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

言
語
文
化
』『
改
訂
版 

新

編 

言
語
文
化
』
の
教
科
書
に
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

＊「
現
代
の
国
語
」
で
は
、「
羅
生
門
」
で
批
評
文
を
書

く
活
動
を
設
定
し
て
い
ま
す
。「
言
語
文
化
」
で
学
習

し
た
内
容
と
関
連
付
け
て
、
表
現
活
動
へ
と
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
三
木
那
由
他
「
会
話
と
い
う
現
象
」

　
／
宮
下
奈
都
「
ス
ラ
イ
ダ
ー
ズ
・
ミ
ッ
ク
ス
」

（
対
応
領
域
）
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』

＊「
会
話
と
い
う
現
象
」
は
、
私
た
ち
の
会
話
に
は
発

言
の
文
字
通
り
の
意
味
に
は
還
元
で
き
な
い
重
要
な
側

面
が
あ
る
こ
と
を
小
説
の
会
話
を
例
に
述
べ
た
評
論
で

す
。
小
説
「
ス
ラ
イ
ダ
ー
ズ
・
ミ
ッ
ク
ス
」
を
例
に
し

て
、
会
話
を
哲
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
自
分
の
考
え
を
話
し
合
う
活
動
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

■
谷
崎
潤
一
郎
「
実
用
的
な
文
章
と
芸
術
的
な
文
章
」

　
／
志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に
て
」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』

＊
「
城
の
崎
に
て
」
は
、
数
研
出
版
の
『
改
訂
版 
言

語
文
化
』
に
も
収
録
し
て
い
ま
す
。『
増
補
新
版 
現
代

の
国
語
』
で
は
、「
城
の
崎
に
て
」
の
文
体
に
つ
い
て

述
べ
た
谷
崎
潤
一
郎
の
文
章
を
踏
ま
え
て
、
わ
か
り
や

す
い
文
章
の
書
き
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
ま
す
。

■
立
場
や
考
え
を
明
確
に
し
て
話
し
合
う

　
／
夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
（
第
一
夜
）」

（
対
応
領
域
）
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国
語
』

＊
「
夢
十
夜
（
第
一
夜
）」
の
魅
力
を
伝
え
る
方
法
を

検
討
す
る
活
動
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を

根
拠
と
と
も
に
述
べ
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
広
告
コ
ピ
ー
を
書
く

　
／
青
山
美
智
子
「
カ
ン
ガ
ル
ー
が
待
っ
て
る
」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国
語
』

＊
「
カ
ン
ガ
ル
ー
が
待
っ
て
る
」
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
の
「
僕
」
と
日
本
人
の
「
マ
ス
タ
ー
」
と
の
会
話

か
ら
、
人
の
縁
の
不
思
議
さ
と
つ
な
が
る
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
作
品
で
す
。
作
品
を
特
徴
付
け
る
言
葉
を
検
討

し
な
が
ら
読
み
、
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
ボ
デ
ィ

コ
ピ
ー
を
作
る
活
動
が
で
き
ま
す
。

 

（
数
研
出
版
編
集
部
）

教科書を中心とした学び

﹁
現
代
の
国
語
﹂
で
ど
の
よ
う
に
小
説
を
扱
う
か
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数
研
出
版
の
「
現
代
の
国
語
」
の
教
科
書
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
章
や
資
料
を
用
い
て
「
現
代
の
国
語
」
の
資

質
・
能
力
を
育
成
で
き
る
よ
う
編
集
し
て
い
ま
す
。
二

〇
二
六
年
か
ら
使
用
さ
れ
る
教
科
書
で
は
、
評
論
・
実

用
文
の
ほ
か
、
小
説
を
掲
載
し
た
も
の
も
発
行
し
ま
す
。

「
現
代
の
国
語
」
で
小
説
を
扱
う
利
点

　
「
現
代
の
国
語
」
で
小
説
作
品
を
使
用
す
る
こ
と
の

利
点
は
二
点
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
実
社
会
・
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
重
視
す

る
「
現
代
の
国
語
」
に
お
い
て
、
社
会
や
人
間
の
現
実

を
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
表
現
す
る
小
説
は
、
実
社

会
・
実
生
活
で
起
こ
り
う
る
事
柄
の
具
体
例
と
な
る
と

い
う
点
で
す
。
批
判
的
意
見
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
も

の
も
含
め
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多

様
な
話
題
を
教
室
で
扱
い
や
す
く
、
学
習
の
可
能
性
が

広
が
る
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
小
説
が
許
容
す
る
解
釈
の
多
様
性
で

す
。
自
分
の
考
え
を
明
確
に
言
語
化
す
る
力
を
育
成
す

る
に
は
、
多
様
な
意
見
を
出
し
合
い
、
理
解
し
合
う
場

が
必
要
で
す
。
た
だ
一
つ
の
答
え
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
多
様
な
解
釈
を
許
容
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
生

徒
さ
ん
に
思
考
の
き
っ
か
け
を
与
え
、
相
互
交
流
を
促

し
や
す
く
、
他
者
に
向
け
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
活

動
の
素
材
と
し
て
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
現
代
の
国
語
」「
言
語
文
化
」
そ
れ
ぞ
れ
の
配

当
時
数
と
小
説
の
扱
い
方

　

小
説
作
品
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
学
習
指
導
要
領

で
定
め
ら
れ
て
い
る
、
必
修
科
目
の
「
現
代
の
国
語
」

と
「
言
語
文
化
」
の
配
当
時
数
と
小
説
の
扱
い
方
を
踏

ま
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
現
代
の
国
語

　
「
現
代
の
国
語
」
は
「
実
社
会
に
必
要
な
国
語
の
知

識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
」
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
た

二
単
位
の
必
修
科
目
で
、「
内
容
の
取
扱
い
」
に
示
さ

れ
た
各
領
域
に
お
け
る
配
当
時
数
の
目
安
は
次
の
通
り

で
す
。

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

20
〜
30
単
位
時
間

書
く
こ
と

30
〜
40
単
位
時
間

読
む
こ
と

10
〜
20
単
位
時
間

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
「
論
理
的
な
文
章
」「
実
用

的
な
文
章
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
教
材
に
は
規
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
領

域
で
小
説
を
扱
う
こ
と
は
可
能
で
す
が
、「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
資
質
・
能
力
を
育

成
で
き
る
素
材
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
言
語
文
化

　
「
言
語
文
化
」
は
「
我
が
国
の
言
語
文
化
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
」
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
た
二
単
位
の

必
修
科
目
で
、「
内
容
の
取
扱
い
」
に
示
さ
れ
た
各
領

域
に
お
け
る
配
当
時
数
の
目
安
は
次
の
通
り
で
す
。

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

―

書
く
こ
と

５

〜
10　
　

単
位
時
間

読
む
こ
と

古
典
40
〜
45
単
位
時
間

近
代
以
降
20
単
位
時
間

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
「
古
典
及
び
近
代
以
降
の

文
章
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
古
典
」
に
40
〜
45
単
位
時

間
、「
近
代
以
降
の
文
章
」
に
20
単
位
時
間
を
配
当
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
言
語
文
化
」
で
は
、
小
説
を
含
む
近
代
以
降
の
文

章
に
20
単
位
時
間
を
配
当
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
時
間
に
従
来
の
小
説
読
解
指
導
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、「
現
代
の
国
語
」
で
は
「
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
配
当
時
数
が
多
い
た
め
、
評

論
や
実
用
文
だ
け
で
は
な
く
、
小
説
を
用
い
た
表
現
活

動
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
素
材
を

用
い
て
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の

指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
〇
二
六
年
度
用　

数
研
出
版
の
「
現
代
の
国
語
」

　

弊
社
は
二
〇
二
六
年
度
用
の
「
現
代
の
国
語
」
の
教

科
書
を
四
点
発
行
し
ま
す
。

『
改
訂
版 

現
代
の
国
語
』

『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』

『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』

『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国
語
』

　

こ
の
う
ち
、『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国

語
』
の
三
点
の
教
科
書
に
は
、
小
説
作
品
を
収
録
し
て

い
ま
す
。
各
教
科
書
で
の
小
説
と
関
連
す
る
教
材
と
小

説
作
品
の
扱
い
方
は
次
の
通
り
で
す
。
／
以
下
が
関
連

小
説
を
示
し
ま
す
。

■
ド
ミ
ニ
ク
・
チ
ェ
ン
「
無
意
識
を
滋
養
す
る
術
」

　
／
夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
（
第
一
夜
）」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』

＊「
無
意
識
を
滋
養
す
る
術
」
は
、「
夢
」
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
夢
を
表
現

す
る
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
述
べ
た
評
論
で
す
。『
夢

十
夜
』
の
批
評
を
通
し
て
、
批
評
文
の
特
徴
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
半
沢
幹
一
「『
羅
生
門
』
の
最
後
の
一
文
」

　
／
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国

語
』

＊「
羅
生
門
」
は
、
数
研
出
版
の
『
改
訂
版 

言
語
文

化
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

言
語
文
化
』『
改
訂
版 

新

編 

言
語
文
化
』
の
教
科
書
に
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

＊「
現
代
の
国
語
」
で
は
、「
羅
生
門
」
で
批
評
文
を
書

く
活
動
を
設
定
し
て
い
ま
す
。「
言
語
文
化
」
で
学
習

し
た
内
容
と
関
連
付
け
て
、
表
現
活
動
へ
と
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
三
木
那
由
他
「
会
話
と
い
う
現
象
」

　
／
宮
下
奈
都
「
ス
ラ
イ
ダ
ー
ズ
・
ミ
ッ
ク
ス
」

（
対
応
領
域
）
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』『
改
訂
版 

高
等
学
校 

現
代
の
国
語
』

＊「
会
話
と
い
う
現
象
」
は
、
私
た
ち
の
会
話
に
は
発

言
の
文
字
通
り
の
意
味
に
は
還
元
で
き
な
い
重
要
な
側

面
が
あ
る
こ
と
を
小
説
の
会
話
を
例
に
述
べ
た
評
論
で

す
。
小
説
「
ス
ラ
イ
ダ
ー
ズ
・
ミ
ッ
ク
ス
」
を
例
に
し

て
、
会
話
を
哲
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
自
分
の
考
え
を
話
し
合
う
活
動
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

■
谷
崎
潤
一
郎
「
実
用
的
な
文
章
と
芸
術
的
な
文
章
」

　
／
志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に
て
」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
増
補
新
版 

現
代
の
国
語
』

＊
「
城
の
崎
に
て
」
は
、
数
研
出
版
の
『
改
訂
版 

言

語
文
化
』
に
も
収
録
し
て
い
ま
す
。『
増
補
新
版 

現
代

の
国
語
』
で
は
、「
城
の
崎
に
て
」
の
文
体
に
つ
い
て

述
べ
た
谷
崎
潤
一
郎
の
文
章
を
踏
ま
え
て
、
わ
か
り
や

す
い
文
章
の
書
き
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
ま
す
。

■
立
場
や
考
え
を
明
確
に
し
て
話
し
合
う

　
／
夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
（
第
一
夜
）」

（
対
応
領
域
）
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国
語
』

＊
「
夢
十
夜
（
第
一
夜
）」
の
魅
力
を
伝
え
る
方
法
を

検
討
す
る
活
動
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を

根
拠
と
と
も
に
述
べ
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
広
告
コ
ピ
ー
を
書
く

　
／
青
山
美
智
子
「
カ
ン
ガ
ル
ー
が
待
っ
て
る
」

（
対
応
領
域
）
書
く
こ
と

収
録
教
科
書　
『
改
訂
版 

新
編 

現
代
の
国
語
』

＊
「
カ
ン
ガ
ル
ー
が
待
っ
て
る
」
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
の
「
僕
」
と
日
本
人
の
「
マ
ス
タ
ー
」
と
の
会
話

か
ら
、
人
の
縁
の
不
思
議
さ
と
つ
な
が
る
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
作
品
で
す
。
作
品
を
特
徴
付
け
る
言
葉
を
検
討

し
な
が
ら
読
み
、
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
ボ
デ
ィ

コ
ピ
ー
を
作
る
活
動
が
で
き
ま
す
。

 

（
数
研
出
版
編
集
部
）

教科書を中心とした学び

﹁
現
代
の
国
語
﹂
で
ど
の
よ
う
に
小
説
を
扱
う
か
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